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《本号の表紙絵

｢大酒国の図」

本表紙絵は、多紀元徳（安元、1731～

1801)によってその晩年の寛政年間(1789~

1800)に、別号の藍渓を用いて著された養

生論「巨登富貴草』の中から「大酒国の図」

である。「巨登冨貴草」は挿絵入りの物語

型養生論であり、彩画は粟田口蝶斎という

絵師が行っている。元徳は踏壽館の創始者

元孝の子で、後に同館を医学館と改める。

｢医家初訓」「医学平言」「廣惠濟急方」など

を著す。「戸脊富貴草」は安在某なる主人公

が富裕でありながら、寿命の必要を感じ、

不老長寿の「霊剤」を求めて蓬莱山へと旅

立って、「上天子より下庶民にいたるまで

尽く色慾に溺る〉をむねとしたる習俗な

り」という「女色国｣、次いで「我身の末を

も打忘れ、常に酒宴をなす」のが風俗の

｢大酒国｣、そして巨人のいる「龍伯国」を

探訪する中で養生の要諦を「体験」する物

語である。パリ製の飛行船「りゆくとすろ

うふ」が登場したり、巨人の体内を探訪す

るなど全編幻想的な構成である。同書2巻

は東京国立博物館所蔵。（瀧澤利行）
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訂正

本誌47巻4号の表紙絵解説文のタイト

ルを「二○世紀最大の科学史家ジョージ・

サートンの蔵書票」と訂正致します。
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